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月が太陽を隠す現象を「日食」、太陽系の惑星を隠す
ことを「惑星食」と呼びますが、8月10日夜20時22分
頃、1等星の恒星おとめ座のスピカが隠されます。こ
れは「恒星食」という現象ですが、その名に因んで
「スピカ食」と呼びます。スピカは明るい1等星なの
で、七夕の月に隠れ、また出現する様子は双眼鏡や望
遠鏡で観察して楽しむことができるでしょう。
8月10日の伝統的七夕の夜20時22分頃、おとめ座の
1等星スピカが月に隠される「星食」が起こります
が、星の名称に因んで「スピカ食」と呼びます。
七夕の月に1等星スピカが隠れ、また20時50分頃出現
する様子は、双眼鏡や望遠鏡で観察して楽しむことが
できるでしょう。　　　　　　　　　　　図参照→

20：22頃潜入
.

20：50頃出現

    4日（日）　🌑　新月　　　　　　　　　　　　　　7日（土）　（二十四節気）立秋 　
10日（土） 伝統的七夕　22時22分頃スピカ食 　　12日（月）　ペルセウス座流星群が極大　 
13日（火）　🌓上弦　20日（火）　🌕満月　　　　 22日（木）　（二十四節気）処暑　　　　　
26日（月）　🌗下弦

今 月 の ビ ッ ク イ ベ ン ト ①

伝統的七夕＆スピカ食
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  七夕といえば、7月7日ですが、本来の七夕は旧暦の7月7日になります。今年は8月10日が

これにあたり「伝統的七夕」とよびます。天の川の両岸に輝く織姫と彦星。これに1等星デネブ

を加えれば「夏の大三角」になります。天の川はこの三角形の中を通っていますから、天の川

探しにも役立つ星たちです。織姫はこと座のベガ、彦星はわし座のアルタイル、そしてはくち

ょう座のデネブの３つが輝きます。天の川はここから南天の星座、いて座、さそり座へと続い

ています。

8月の注目トピック

① 「伝統的七夕」…旧暦七夕。今年は8月10日が伝統的七夕。来年は8月29日になります。

② 「スピカ食」…10日、1等星スピカが月に隠されます！双眼鏡でも楽しめるでしょう。

③ 「ペルセウス座流星群」…三大流星群の一つ。8月12日にピークを迎えます。

星
ほし ぞら つう

しん

8 月 の 夜 空

8月は何と言ってもペルセウス座流星群！鑑賞しやすい時期で月の条件もまずまず。

七夕は7月7日ですが、本来は月の巡りを元に作られた旧暦の7月7日が七夕であり、区別するために伝
統的七夕と呼びます。今年は8月10日が伝統的七夕になります。旧暦では新月が1日目なので、七夕は
必ず7日目の月になります。今年は、この日に「スピカ食」も起こります。



こと・はくちょう・わし
・いるか・ヘルクレス
・へび・へびつかい
てんびん・さそり・いて

8 月 オ ス ス メ 星 座

散光星雲　M8・M20など

球状星団　M4・M5・M13など

惑星状星雲　M57・M27

今 月 見 頃 の 天 体

記事を書いた人

星空案内人　川手俊美

星空案内人認定制度により、2015年に「星空案内人」となる。
飯田市美術博物館プラネタリウム解説員として５年、阿智村
「天空の楽園　ヘブンスそのはら」にて星空ガイドを６年担当。
わかりやすい解説、もっと星を見たくなる、知りたくなる星空ガイドを
心がける。小さな天文学者の会会員。
長野県プラネタリウム連絡協議会会員。

8 月 の ビ ッ ク イ ベ ン ト ②
流れ星が1時間50個？！
8月12日は「ペルセウス座流星群」の極大日！

年間の流星群のうち、今年一番期待されるのが「ペルセウス座流星群」です！
上弦前の月は22時頃には西に沈みます。ペルセウス座が上がってくる21時頃から13日の夜明け
にかけて飛来数は増え、1時間に50個を超える流星が見られるでしょう。
この流星群は7月末には飛び始めるため、8月上旬なら、12日の極大日前でも流れ星が見られそ
うです。
図2の★印が流星群の放射点です。


